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序　

論

　

筆
者
は
、
こ
の
数
年
間
、
漢
魏
六
朝
時
代
の
中
国
仏
教
界
で
は
、

ど
の
よ
う
な
葬
送
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、『
梁
高
僧
伝
』
を
用
い
て
、
高
僧
の
臨
終
な
い
し
葬
送

の
様
子
を
考
察
し
、
当
時
の
高
僧
の
葬
送
観
を
研
究
し
て
い
）
1
（

る
。

　

慧
皎
（
四
九
七

－
五
五
四
）
の
「
梁
高
僧
伝
序
」
に
よ
れ
）
2
（

ば
、

『
梁
高
僧
伝
』
は
、
後
漢
の
永
平
十
年
（
六
七
）
か
ら
梁
の
天
監
十

八
年
（
五
一
九
）
に
至
る
高
僧
の
伝
記
を
、
訳
経
・
義
解
な
ど
か
ら

成
る
十
篇
と
し
て
収
め
、
伝
記
を
載
せ
る
本
伝
の
僧
は
二
五
七
名
で

あ
り
、
名
前
を
載
せ
る
付
見
の
僧
は
二
百
余
名
と
あ
る
。

　
『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
高
僧
の
臨
終
時
の
様
子
や
葬
送
の
様

子
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
優
れ
た
研
究
成
果
が
あ
り
、
多
く
の
教
授

を
受
け
て
い
）
3
（

る
。
筆
者
は
、
先
学
の
研
究
に
基
づ
い
て
、『
梁
高
僧

伝
』
全
十
篇
に
み
ら
れ
る
高
僧
の
行
実
を
検
討
し
た
結
果
、
従
来
最

も
多
く
の
高
僧
の
葬
送
を
指
摘
し
て
い
る
田
中
純
男
氏
の
二
九
人
よ

り
も
多
）
4
（

い
、
六
十
人
近
く
の
臨
終
時
や
葬
送
に
関
す
る
行
実
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
）
5
（

た
。

　

前
回
の
考
察
で
は
、
釈
尊
当
時
の
教
団
で
は
ど
の
よ
う
な
葬
送
が

実
施
さ
れ
て
い
た
か
や
、『
梁
高
僧
伝
』
に
記
載
す
る
外
国
僧
や
中

国
僧
の
火
葬
の
様
子
や
実
施
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次
の
ⓐ
〜
ⓒ
の
よ

う
で
あ
る
。

　

ⓐ
イ
ン
ド
で
は
古
来
よ
り
、
様
々
な
葬
送
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
土
葬
の
一
考
察
（
一
）

武　
　

藤　
　

明　
　

範
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釈
尊
当
時
に
は
一
般
的
に
、
風
葬
を
実
施
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

ⓑ
仏
教
教
団
で
は
最
初
、
風
葬
を
実
施
し
て
い
た
が
、
途
中
か
ら

火
葬
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
以
後
、
そ
の
風
習
は
、
七
世
紀
ま
で
は

続
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ⓒ
古
来
よ
り
中
国
で
は
、
土
葬
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
、『
梁
高

僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
火
葬
を
行
っ
た
僧
は
十
二
人
と
少
な
か
っ
た
。

そ
の
内
訳
を
記
せ
ば
、
外
国
僧
は
求
那
跋
摩
（
三
七
七

－
四
三
一
）・

羅
什
（
三
四
四

－

四
一
三
・
三
五
〇

－

四
〇
九
）・
法
朗
（
生
没
年

未
詳
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
中
国
僧
は
、
智
厳
（
生
没
年
未
詳
）・

法
琳
（
生
没
年
未
詳
）・
道
汪
（
？

－
四
六
五
）・
僧
生
（
生
没
年
未

詳
）・
賢
護
（
？

－

四
〇
一
）・
訶
羅
竭
（
？

－

二
九
八
）・
朱
士
行

（
？

－

二
六
〇

－

？
）・
普
恒
（
四
〇
一

－

四
七
九
）
の
八
人
で
あ

り
、
出
身
地
不
明
の
僧
は
竺
道
嵩
（
生
没
年
未
詳
）
の
一
人
で
あ
っ

た
。

　

今
回
の
論
攷
で
は
、『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
全
て
の
高
僧
の

臨
終
や
葬
送
の
様
子
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
の
は
、
紙
幅
の
都
合

上
難
し
い
の
で
、
筆
者
が
調
べ
て
み
て
手
応
え
の
あ
っ
た
、
外
国
人

僧
と
出
身
地
不
明
の
僧
の
土
葬
に
限
定
し
て
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
背

景
や
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、『
梁
高
僧
伝
』
に

み
ら
れ
る
葬
送
の
形
式
が
不
明
な
も
の
か
ら
、
高
僧
の
臨
終
時
の
様

子
や
そ
の
後
の
祀
り
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
、『
梁

高
僧
伝
』
に
記
す
外
国
僧
と
出
身
地
不
明
の
僧
の
土
葬
の
様
子
や
実

施
さ
れ
た
背
景
や
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本　

論　

『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
土
葬
の
一
考
察

第
一
節　

『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
葬
送
の
形
式
が
不
明

な
も
の

　
『
梁
高
僧
伝
』
は
、
高
僧
の
行
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
編
纂
さ
れ
た
た
め
、
僧
侶
の
最
期
は
「
卒
」
や
「
命
終
」
と

記
す
こ
と
が
多
く
、「
葬
」
や
「
荼
毘
」
な
ど
と
表
記
す
る
の
は
少

な
い
。
こ
の
た
め
高
僧
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
弔
わ
れ
た
か
を
知
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
記
述
か
ら
葬
送
の
形
態
を
大

別
す
る
と
、「
火
葬
」「
土
葬
」「
風
葬
」
の
三
種
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
中
に
は
葬
送
を
行
っ
た
後
に
、「
碑
」
や
「
寺
」
な
ど

を
建
立
し
て
高
僧
の
遺
徳
を
讃
え
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
高
僧
の

臨
終
ま
た
は
入
滅
時
の
様
子
に
注
目
す
る
と
、
高
僧
が
長
い
間
、
坐

禅
や
懺
法
を
修
行
実
践
し
た
影
響
か
ら
）
6
（
か
、
高
僧
は
自
ら
の
死
を
予
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見
す
る
こ
と
や
、
指
を
曲
げ
て
自
ら
が
到
達
し
た
修
行
の
境
地
を
表

現
す
る
こ
と
や
、
身
体
か
ら
特
別
な
香
り
を
出
す
こ
と
や
、
蝉
の
抜

け
殻
の
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
記
述
を
散
見
す
る
。
伝
記
で

は
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
個
々
に
記
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
伝
記

中
に
二
・
三
の
要
素
を
含
む
も
の
も
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
土
葬
を
行
っ
た
外
国
僧
と
出
身
地
不
明
の
僧
の
事
例

を
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
伝
記
か
ら
は
葬
送
の
形
式
を
特
定
で

き
な
い
が
、
僅
か
の
記
述
か
ら
、
高
僧
の
臨
終
時
や
葬
送
の
様
子
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
本
節
で
は
、
帛
遠
（
生
没
年
未
詳
）・
求
那
跋

陀
羅
（
三
九
四

－

四
六
八
）・
竺
法
義
（
三
〇
六

－

三
八
〇
）・
智
秀

（
生
没
年
未
詳
）・
法
匱
（
生
没
年
未
詳
）・
僧
翼
（
三
九
四

－

四
五

〇
）、
曇
鑒
（
生
没
年
未
詳
）・
衛
思
度
（
生
没
年
未
詳
）・
曇
徽

（
三
二
二

－

三
九
五
）・
僧
済
（
生
没
年
未
詳
）・
法
和
（
生
没
年
未

詳
）・
僧
光
（
二
八
六

－
三
九
六
）
の
十
二
人
の
臨
終
時
や
葬
送
時

や
葬
送
後
の
様
子
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

帛
遠
伝
に
よ
れ
ば
、
仏
道
教
化
に
お
い
て
陝
西
省
と
甘
粛
省
で
名

声
を
博
し
た
河
南
省
出
身
の
帛
遠
は
、
秦
州
（
甘
粛
省
天
水
）
刺
史

の
張ち

ょ
う

輔ほ

（
生
没
年
未
詳
）
か
ら
家
臣
に
な
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

た
。
し
か
し
彼
は
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
め
に
張
輔
に
害
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
張
輔
の
部
下
で
あ
っ
た
富ふ

整せ
い

（
生
没
年
未
詳
）
が
、
張
輔

を
斬
首
す
る
と
、
人
々
は
帛
遠
の
屍
を
分
け
て
、
各
地
に
塔
廟
を
建

立
し
た
と
い
う
。

　
　

す
な
わ
ち
十
方
の
諸
仏
を
呼
ぶ
ら
く
、「（
法
）
祖
、
前
身
の
罪

縁
歓
喜
も
て
対
を
竟お

わ

る
。
願
わ
く
は
こ
れ
よ
り
以
後
、（
張
）

輔
の
善
知
識
と
な
り
、
殺
人
の
罪
を
受
け
し
む
る
こ
と
な
か
ら

ん
」
と
。
遂
に
す
な
わ
ち
こ
れ
を
鞭
つ
こ
と
五
十
、
奄え

ん

然ぜ
ん

と
し

て
命
終
す
。（
張
）
輔
、
後
具
さ
に
そ
の
こ
と
を
聞
き
て
、
ま

さ
に
大
に
惋わ

ん
こ
ん恨
せ
り
。
初
め
（
法
）
祖
の
道
化
の
声
、
関か
ん
ろ
う隴
を

被
ふ
や
崤こ

う
か
ん函
の
右
、
こ
れ
を
奉
ず
る
こ
と
神
の
ご
と
し
。
戎
晋

嗟さ
ど
う慟
し
て
行
路
涕
を
流
す
。
隴
上
の
羌き
ょ
う

胡こ

、
精せ
い
き騎
五
千
を
率

い
、
將
に
（
法
）
祖
を
迎
え
て
西
帰
せ
ん
と
欲
す
。
中
路
に
し

て
そ
の
害
に
遇
う
を
聞
き
、
悲
恨
及
ば
ず
。
衆
み
な
憤
激
し

て
、（
法
）
祖
の
讎あ

だ

を
復
さ
ん
と
欲
す
。（
張
）
輔
、
軍
を
上
隴

に
遣
り
、
羌
胡
軽け

い
き騎
を
率
い
て
逆
に
戦
う
。
時
に
天
水
の

漲ち
ょ
う
か
と
く

下
督
富
整
、
遂
に
因
り
て
忿い
か

り
て
（
張
）
輔
を
斬
る
。
群
胡

既
に
怨
恥
を
雪す

す

ぎ
善
と
称
し
て
還
り
、
共
に
（
法
）
祖
の
屍
を

分
ち
て
、
各
塔
廟
を
起
て
）
7
（
ぬ
。

　

伝
記
に
は
、
五
十
回
に
及
ぶ
鞭
打
ち
に
よ
っ
て
死
罪
と
な
っ
た
帛
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遠
の
葬
送
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
の
記
述
が
な
い
。
し
か
し
、

後
に
人
々
が
墓
場
か
ら
屍
を
取
り
出
し
分
け
て
、
各
地
に
塔
を
建
立

し
た
と
あ
る
の
は
、
帛
遠
が
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

求
那
跋
陀
羅
伝
に
よ
れ
ば
、
建
康
（
江
蘇
省
南
京
）
で
『
雑
阿
含

経
』
な
ど
を
訳
出
し
、
宋
の
太
宗
（
在
位
四
六
五

－

四
七
二
）
な
ど

か
ら
寵
愛
を
受
け
て
、
七
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
中
イ
ン
ド
出
身
の

求
那
跋
陀
羅
の
臨
終
時
と
葬
送
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

太
宗
の
世
に
至
り
、
礼
供
弥
隆
す
。
大マ

マ

（
秦
）
始
四
年
正
月
に

到
り
、
体
の
不
悆
な
る
を
覚
え
、
す
な
わ
ち
太
宗
お
よ
び
公
卿

等
と
別
を
告
ぐ
。
臨
終
の
日
、
延え

ん
ち
ょ佇
し
て
こ
れ
を
望
む
に
、
天

華
の
聖
像
を
見
る
。
禺
中
遂
に
卒
す
。
春
秋
七
十
有
五
年
。
太

宗
深
く
痛
惜
を
加
え
、
慰い

ふ賻
甚
だ
厚
く
、
公
卿
葬
に
會
し
て
、

栄
哀
備
は
れ
）
8
（
り
。

秦
始
四
年
（
四
六
八
）
の
正
月
に
体
調
の
不
快
を
感
じ
た
求
那
跋
陀

羅
は
、
太
宗
な
ど
に
別
れ
を
告
げ
た
。
臨
終
の
際
に
は
、
首
を
伸
ば

し
て
遠
く
を
望
む
と
、
天
華
と
聖
像
が
見
え
て
、
正
午
前
に
は
亡
く

な
っ
た
。
太
宗
は
、
痛
惜
の
念
を
深
く
表
し
て
弔
慰
の
品
々
は
手
厚

く
、
葬
礼
に
は
多
く
の
公
卿
が
列
席
し
た
と
い
う
。
伝
記
か
ら
は
、

葬
送
が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
人
々
か

ら
慕
わ
れ
た
彼
の
葬
送
は
盛
大
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、

亡
く
な
っ
た
時
刻
に
関
し
て
、
伝
記
に
は
正
午
近
く
の
「
禺
中
」
で

あ
っ
た
と
あ
る
。
吉
川
忠
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
）
9
（

に
、『
梁
高
僧

伝
』
や
『
神
仙
伝
』
な
ど
の
史
伝
類
に
は
僧
侶
や
道
士
が
、
太
陽
が

正
中
す
る
正
午
前
後
に
「
入
滅
」
や
「
仙
去
」
し
た
と
い
う
記
述
が

随
所
に
あ
り
、
中
国
で
は
、
宗
教
者
が
正
午
に
逝
去
す
る
の
は
特
別

な
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
求
那
跋
陀
羅
伝
に
禺
中
に
亡

く
な
っ
た
と
あ
る
記
述
を
、
史
実
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

　

法
義
伝
に
よ
れ
ば
、
出
身
地
は
不
明
で
あ
る
が
、『
法
華
経
』
に

精
通
し
始
寧
（
浙
江
省
上
虞
県
）
の
保
山
や
建
業
（
江
蘇
省
南
京
）

で
講
義
を
行
っ
た
法
義
の
葬
送
後
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

晋
の
寧
康
三
年
、
孝
武
皇
帝
、
使
を
遣
わ
し
て
徴
請
す
。
都
に

出
で
て
講
説
す
。
晋
の
太
元
五
年
、
都
に
卒
す
。
春
秋
七
十
有

四
な
り
。
帝
、
銭
十
万
を
も
っ
て
新
亭
崗
を
買
ひ
て
、
墓
と
な

し
塔
三
級
を
起
こ
す
。（
法
）
義
の
弟
子
曇
爽
、
墓
所
に
寺
を

立
て
、
よ
り
て
新
亭
精
舎
と
名
づ
く
。
後
、
宋
の
孝
武
、
南
下

し
て
凶
を
伐
ち
し
が
、
鑾ら

ん
は
い旆
至し

し止
し
て
、
宮
を
こ
の
寺
に
式

す
。
登
禅
す
る
に
お
よ
ん
で
、
ま
た
禅
堂
に
幸
す
。
よ
り
て
た
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め
に
開
拓
し
て
、
改
め
て
中
興
（
寺
）
と
い
う
。
故
に
元
嘉
の

末
の
『
童
謡
』
に
い
わ
く
、「
銭
唐
は
天
子
に
出
づ
」
と
。
す

な
わ
ち
禅
堂
の
謂
な
り
。
故
に
中
興
禅
房
に
、
な
お
龍
飛
殿
あ

り
。
今
の
天
安
こ
れ
な
）
10
（

り
。

　

伝
記
か
ら
は
、
七
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
法
義
の
葬
送
が
ど
の
よ

う
な
形
式
で
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
以
下
に
記
す
よ
う

に
、
法
義
を
祀
る
た
め
の
墓
や
塔
や
寺
が
造
ら
れ
た
経
緯
や
、
ま
た

寺
と
朝
廷
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
晋
の
孝
武
帝
（
在

位
三
七
二

－

三
九
六
）
は
、
法
義
の
た
め
に
十
万
銭
を
も
っ
て
新
亭

崗
を
買
っ
て
墓
を
造
り
、
三
層
の
塔
を
建
立
し
た
。
法
義
の
弟
子
で

あ
っ
た
曇
爽
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
師
の
墓
に
寺
を
立
て
、
地
名
に

ち
な
ん
で
新
亭
精
舎
と
名
づ
け
た
。
後
に
、
南
朝
の
宋
の
孝
武
帝

（
在
位
四
五
三

－

四
六
四
）
が
、
長
江
を
南
下
し
て
元
凶
を
討
伐
す

る
際
に
は
、
天
子
の
乗
り
物
で
あ
る
車し

ゃ
が駕
が
到
着
す
る
と
こ
の
寺
を

行あ
ん
ぐ
う宮
と
し
た
。
ま
た
孝
武
帝
が
即
位
す
る
際
に
は
、
再
び
禅
堂
に
行

幸
し
て
、
そ
の
時
に
寺
の
伽
藍
を
広
げ
て
中
興
寺
と
改
名
し
た
。
そ

れ
故
に
、
宋
の
元
嘉
（
四
二
四

－

四
五
三
）
の
末
の
童
謡
に
は
、

「
銭
唐
に
天
子
を
出
す
」
と
あ
り
、
そ
れ
は
禅
堂
の
意
味
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
中
興
寺
の
禅
房
に
は
、
皇
帝
が
即
位
す
る
場
所
で
あ
る

龍
飛
殿
が
あ
り
、
現
在
の
天
安
寺
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。

　

船
山
徹
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
）
11
（

に
、
中
興
寺
は
孝
武
帝
が
重
視
し

た
寺
で
あ
り
、『
梁
高
僧
伝
』
の
釈
道
温
伝
に
よ
れ
ば
、
大
明
四
年

（
四
六
〇
）
に
は
、
孝
武
帝
の
生
母
で
あ
る
路
昭
皇
太
后
（
生
没
年

未
詳
）
が
禅
房
に
僧
を
招
き
、
斎
会
を
行
う
寺
院
で
あ
っ
た
。

　
　

孝
建
の
初
め
、
勅
を
被
り
て
都
に
下
り
、
中
興
寺
に
止
ま
る
。

大
明
中
、
勅
し
て
都
邑
の
僧
主
と
な
す
。
路
昭
皇
太
后
、
大
明

四
年
十
月
八
日
、
普
賢
の
像
を
造
り
て
成
る
。
中
興
（
寺
）
の

禅
房
に
お
い
て
斎
を
設
く
。
請
ず
る
と
こ
ろ
、
凡
そ
二
百
僧
、

名
を
列
ね
て
同
じ
く
集
ま
り
、
人
数
已
に
定
ま
る
。
時
に
寺
既

に
新
た
に
構
え
て
、
厳
衛
甚
は
だ
粛つ

つ

し
む
。
忽た
ち
ま

ち
一
僧
あ

り
。
晩
に
来
た
り
て
座
に
つ
き
、
風
容
す
べ
て
雅
な
り
。
堂
を

あ
げ
て
目
を
瞩
す
。
斎
主
と
共
に
語
る
。
百
余
許
言
、
忽
ち
ま

ち
見
え
ず
。
防
門
を
検
問
す
る
に
、
み
な
言
う
。「
出
入
を
見

ず
」
と
。
衆
た
ち
ま
ち
そ
れ
神
人
な
る
を
悟
る
。（
道
）
温
時

に
既
に
僧
主
た
り
。
た
ち
ま
ち
秼
陵
に
列
言
し
て
い
わ
く
。

「
皇
太
后
、
叡え

い
か
ん鑒
沖
明
に
し
て
、
聖
符
幽
洽
な
り
。
思
を
淨
場

に
滌あ
ら

い
、
衿
を
至
境
に
研と

ぐ
。
固
に
声
、
宸
内
に
藻
に
、
事
、

梵
表
に
虚
な
る
を
も
っ
て
、
た
ち
ま
ち
鎔よ

う
た
く

を
創
思
し
、
神
華
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を
棲
写
し
て
、
普
賢
菩
薩
の
盛
像
を
模
造
す
。
宝
、
宙
珍
を
傾

け
、
妙
、
天
節
を
尽
く
す
。
設
け
る
所
の
斎
講
は
、
今
月
八
日

に
訖お

わ
り
、
嚫
会
限
り
あ
り
。
名
簿
素
定
り
、
次
を
引
い
て
席

に
つ
き
、
数
に
盈え

い
げ
ん減
な
し
。
転
経
ま
さ
に
半
な
ら
ん
と
し
、

景
、
毘
吾
に
及
び
、
た
ち
ま
ち
異
僧
の
座
内
に
預
か
る
を
見

る
。
容
止
端
厳
に
し
て
、
気
貌
秀
発
な
り
。
学
衆
の
驚
嗟
す
る

に
識し

る
者
あ
る
な
し
。
斎
主
問
う
て
い
わ
く
。「
上
人
何
の
者

ぞ
」
と
。
答
え
て
い
わ
く
。「
名
は
慧
明
な
り
」
と
。「
何
寺
に

住
す
る
か
」
と
。
答
え
て
い
わ
く
、「
天
安
（
寺
）
よ
り
来

る
」
と
。
言
対
の
間
、
倏し

ゅ
く

然ぜ
ん

と
し
て
見
え
ず
。
闔こ
う
せ
き席
悚し
ょ
う
き愧

し
、
遍
筵
肅
慮
す
。
明
祥
の
実
る
所
、
幽
応
の
闡
く
攸と

こ
ろ

と
。

紫
山
も
観
る
べ
く
、
華
台
遠
か
ら
ず
（
中
略
）
京け

い
ち
ょ
う
い
ん

兆
尹
の

孔こ
う
れ
い靈
符ふ

、
事
を
も
っ
て
表
聞
す
。
詔
し
て
よ
っ
て
禅
房
を
改
め

て
天
安
寺
と
な
し
、
も
っ
て
そ
れ
瑞
を
旌し

ょ
う

す
）　
12
（

。

中
興
寺
で
は
、
路
昭
皇
太
后
が
普
賢
菩
薩
像
を
造
り
、
禅
房
に
二
百

人
の
僧
を
招
き
斎
会
を
行
っ
た
が
、
天
安
寺
か
ら
来
た
と
い
う
明
慧

が
姿
を
現
わ
し
て
は
消
え
る
と
い
う
不
思
議
な
現
象
を
何
回
か
起
こ

し
た
の
で
、
寺
は
天
安
寺
と
改
名
し
た
と
い
う
。
こ
の
法
義
伝
と
道

温
伝
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
、『
宋
書
』
巻
九
十
七
・
天
竺
迦か

び

り
毘

国

伝
と
『
宋
書
』
巻
二
十
七
・
符
瑞
志
上
に
も
あ
る
。

　

天
竺
迦
毘

国
伝
に
は
、
大
明
四
年
に
中
興
寺
で
斎
会
を
行
っ
た

時
に
、
天
安
寺
の
明
慧
が
突
然
姿
を
消
す
と
い
う
不
思
議
な
現
象
を

起
こ
し
た
た
め
に
、
天
安
寺
に
改
名
し
た
と
あ
る
。

　
　

世
祖
の
大
明
四
年
、
中
興
寺
に
お
い
て
斎
を
設
く
。
一
異
僧

有
っ
て
、
衆
こ
れ
を
識し

る
な
し
。
そ
の
名
を
問
う
や
。
答
え
て

い
わ
く
。「
名
は
明
慧
、
天
安
寺
よ
り
来
る
」
と
。
忽こ

つ
ぜ
ん然
と
し

て
見
え
ず
。
天
下
に
こ
の
寺
な
し
。
す
な
わ
ち
中
興
（
寺
）
を

改
め
て
天
安
寺
と
い
）
13
（
う
。

　

符
瑞
志
上
に
は
、
孝
武
帝
（
在
位
四
五
三

－

四
六
四
）
が
元
凶
を

討
伐
す
る
際
に
新
亭
寺
に
滞
在
し
、
そ
の
後
、
同
寺
の
禅
堂
で
即
位

し
た
と
あ
る
。

　
　

文
帝
の
元
嘉
中
、『
謡
』
に
い
わ
く
、「
銭せ

ん

唐と
う

に
ま
さ
に
天
子
を

出
す
べ
し
」
と
。
す
な
わ
ち
銭
唐
（
浙
江
省
杭
州
）
に
戍
軍

（
軍
隊
）
を
置
き
、
も
っ
て
こ
れ
を
防
ぐ
。
そ
の
後
、
孝
武
帝

は
大
位
に
新
亭
寺
の
禅
堂
に
即
く
。「
禅
」（chan

）
と
「
銭
」

（qian

）
と
音
相
い
近
き
な
）
14
（
り
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
法
義
を
祀
る
た
め
に
造
ら
れ
た
新
亭
精
舎

が
、
数
十
年
の
間
に
、
孝
武
帝
と
の
深
い
由
縁
が
あ
っ
て
、
宋
朝
で
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重
視
さ
れ
る
大
寺
院
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

智
秀
伝
に
よ
れ
ば
、『
般
若
経
』
な
ど
に
精
通
し
た
陝
西
省
長
安

出
身
の
智
秀
の
講
義
時
に
は
、
多
く
の
人
々
が
聴
講
す
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
建
業
の
治
城
寺
で
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
葬
送
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

天
藍
の
初
を
も
っ
て
治
城
寺
に
卒
す
。
春
秋
六
十
三
。
会
葬
の

日
、
黒
白
奔
赴
し
、
街が

い
こ
う巷
塡て
ん
い
ん

す
。
士
庶
酸
を
含
み
、
栄
哀

も
っ
て
備
）
15
（
う
。

会
葬
時
に
は
多
く
の
人
が
町
を
埋
め
尽
く
し
、
悲
し
み
の
気
持
ち
を

表
し
た
と
あ
り
、
生
前
中
の
智
秀
の
人
柄
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
伝
記
に
「
栄
哀
も
っ
て
備
う
」
と
あ
る
の
は
、『
論

語
』
子
張
第
十
九
な
ど
に
、「
喪
は
哀
を
致
し
て
止
）
16
（
む
」
や
、「
そ
の

生
く
る
や
栄
え
、
そ
の
死
す
る
や
哀
し
）
17
（
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
が

亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
悲
し
み
の
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
、
儒
教
の
精

神
と
し
て
重
視
す
る
中
国
人
の
気
質
を
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

法
匱
伝
に
は
、
建
業
の
枳き

園お
ん

寺
の
法
階
（
生
没
年
未
詳
）
に
師
事

し
た
、
浙
江
省
出
身
の
沙
弥
法
匱
は
、
入
滅
前
に
不
思
議
な
現
象
を

起
こ
し
、
死
後
、
南
斉
の
武
帝
（
在
位
四
八
二

－

四
九
三
）
が
法
要

を
営
ん
だ
と
あ
る
。

　
　

そ
の
本
家
は
、
京
師
の
大
市
に
僑き

ょ
う

居き
ょ

す
。
そ
の
旦
、
家
に
還

り
ま
た
定
林
（
寺
）
に
至
り
、
復
び
枳
園
（
寺
）
に
還
る
。

後
、
三
処
の
考こ

う
ふ
く覆
に
、
み
な
（
法
）
匱
来
り
て
中
食
す
る
を
見

る
。
実
に
こ
れ
一
時
に
三
処
に
赴
け
る
な
り
。
そ
の
日
、
晩
に

房
に
還
り
、
臥
し
て
奄え

ん

然ぜ
ん

と
し
て
卒
す
。
屍
は
な
は
だ
香
軟
に

し
て
、
手
は
二
指
を
屈
す
。
衆
み
な
そ
の
二
果
を
得
た
る
を
悟

る
。
時
に
沙
弥
な
り
。
し
か
も
霊
迹
殊
異
な
り
。
つ
い
に
武
帝

に
聞
こ
ゆ
。
帝
親
し
く
臨
幸
し
て
、
た
め
に
僧
を
会
し
て
供
を

設
く
。
文
恵
・
文
宣
並
び
に
房
に
至
り
て
頂
礼
し
、
葬そ

う
れ
ん

を
営

理
す
。
百
姓
雲
の
ご
と
く
赴
き
、
嚫
施
重
疊
す
。
よ
っ
て
得
る

所
の
利
養
を
も
っ
て
、
枳
園
寺
の
塔
を
起
つ
。
こ
の
歳
は
、
斉

の
永
明
七
年
な
）
18
（
り
。

入
滅
前
の
法
匱
は
、
昼
食
時
に
実
家
な
ど
三
か
所
に
姿
を
同
時
に
現

わ
し
、
そ
の
晩
に
僧
坊
で
横
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
体
か
ら
は
特

別
な
香
り
が
し
、
指
を
二
本
曲
げ
て
、
上
座
部
仏
教
の
修
行
階
位
で

あ
る
第
二
果
を
自
ら
が
得
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
た
。
死
後
、
武
帝

の
子
で
あ
る
文
恵
太
子
と
文
宣
王
は
、
僧
房
に
赴
い
て
葬
送
を
執
り

行
っ
た
。
葬
送
に
は
、
多
く
の
人
か
ら
多
数
の
布
施
が
寄
せ
ら
れ
、
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そ
れ
を
元
手
に
、
永
明
七
年
（
四
八
九
）
に
は
枳
園
寺
に
仏
塔
を
建

立
し
た
と
あ
る
。

　

僧
翼
伝
に
は
、
出
身
地
の
秦
望
（
浙
江
省
紹
興
県
）
の
山
に
法
華

精
舎
を
造
っ
た
僧
翼
の
人
柄
と
葬
送
後
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

秦
望
の
西
山
に
至
り
、
五
軸
峯
を
駢な

ら

べ
て
、
耆ぎ
じ
ゃ闍
の
状
あ
る
を

見
、
す
な
わ
ち
草
を
結
び
て
庵
と
な
し
、
法
華
精
舎
と
い
う
。

（
中
略
）（
僧
）
翼
、
蔬そ

し食
澗か
ん
い
ん飲
す
る
こ
と
三
十
余
年
。
宋
の
元

嘉
二
十
七
年
を
も
っ
て
卒
す
。
春
秋
七
十
な
り
。
碑
を
山
寺
に

立
て
て
、
そ
の
遺
徳
を
旌あ

ら
わ

す
。
会
稽
の
孔こ
う
か
ん

、
文
を
製
）
19
（
す
。

七
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
僧
翼
の
遺
徳
を
顕
彰
し
て
、
法
華
精
舎
に

は
、
孔

（
生
没
年
未
詳
）
が
文
を
製
し
た
碑
が
建
立
さ
れ
た
と
あ

る
。

　

次
に
、
曇
鑒
・
衛
思
度
・
法
和
・
僧
光
・
曇
徽
を
中
心
と
し
て
、

高
僧
の
臨
終
時
の
様
子
や
亡
く
な
っ
た
姿
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

曇
鑒
伝
に
は
、
六
十
歳
に
至
っ
た
ら
、
安
養
国
に
生
ま
れ
て
阿
弥

陀
仏
を
観
る
こ
と
を
悲
願
と
し
た
、
河
北
省
出
身
の
曇
鑒
の
臨
終
時

の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

年
、
耳じ

じ
ゅ
ん順
に
登
り
て
、
勵
行
弥
々
潔
し
。
常
に
安
養
に
生
じ
て

弥
陀
を
瞻せ

ん
き
ん覲
せ
ん
を
願
う
。（
中
略
）
夜
に
至
っ
て
、
諸
の
耆

老
と
共
に
無
常
を
叙
す
。
言
甚
だ
切
至
な
り
。
既
に
夜
、
各
々

房
に
還
る
。（
曇
）
鑒
独
り
留
ま
り
て
、
廊
下
を
歩
し
て
、
三

更
に
至
る
。
沙
弥
僧
、
願
い
房
に
還
ら
ん
を
請
う
。（
曇
）
鑒

い
わ
く
、「
汝
、
た
だ
眠
れ
。
す
べ
か
ら
く
ま
た
来
る
べ
か
ら

ず
」
と
。
明
旦
に
至
り
、
弟
子
慧
厳
、
常
に
よ
り
て
問
訊
す
。

合
掌
平
坐
し
て
、
口
言
わ
ざ
る
を
見
、
迫
り
就
い
て
こ
れ
を
察

す
れ
ば
、
実
に
す
な
わ
ち
已
に
卒
せ
り
。
身
体
柔
軟
に
し
て
、

香
潔
常
に
倍
す
。
因
っ
て
申の

ば

し
て
れ
ん

す
。
春
秋
七
十
な
）
20
（
り
。

あ
る
晩
曇
鑒
は
、
長
老
達
と
無
常
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
夜
が
更
け

て
も
僧
坊
に
戻
ら
な
い
の
で
、
沙
弥
の
僧
（
生
没
年
未
詳
）
が
戻
る

よ
う
求
め
た
が
、
戻
ら
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
慧
厳
（
生
没
年
未
詳
）

が
僧
坊
に
挨
拶
に
赴
く
と
、
曇
鑒
は
合
掌
し
整
然
と
坐
し
て
い
た

が
、
言
葉
が
な
か
っ
た
。
近
づ
く
と
亡
く
な
っ
て
お
り
、
身
体
は
柔

軟
で
、
常
に
倍
あ
る
香
気
を
発
し
て
い
た
。
そ
こ
で
身
体
を
伸
ば
し

て
納
棺
し
た
と
あ
る
。
伝
記
か
ら
は
、
合
掌
し
端
坐
し
て
七
十
歳
で

亡
く
な
っ
た
曇
鑒
の
葬
送
の
形
式
が
、
火
葬
で
あ
っ
た
の
か
、
土
葬

で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
遺
体
を
寝
か
し
て
棺
に
納
め
た
こ

と
ま
で
は
分
か
る
。
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帛
遠
伝
の
付
伝
に
は
、
出
身
地
が
不
明
で
あ
る
が
、『
道
行
般
若

経
』
二
巻
を
訳
出
し
た
優
婆
塞
衛
思
度
の
臨
終
の
様
子
を
次
の
よ
う

に
描
写
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
亡
日
に
あ
た
り
、
清
浄
澡そ

う
そ
う漱
し
て
経
千
余
言
を
誦
し
、
し

か
る
後
に
衣
を
引
き
て
屍
臥
し
、
奄え

ん

然ぜ
ん

と
し
て
卒
）
21
（

す
。

身
体
を
清
め
て
口
を
す
す
ぎ
、
経
文
を
誦
え
、
衣
を
被
っ
て
屍
の
よ

う
に
横
に
な
り
、
た
ち
ま
ち
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
身
体
を
清
め
た

理
由
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
衛

思
度
が
清
浄
な
身
体
で
亡
く
な
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た

の
か
。
あ
る
い
は
、
儒
教
の
五
経
の
一
つ
で
あ
る
『
礼
記
』
の
喪
大

記
）
22
（
に
、
死
者
に
対
し
て
家
人
が
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
沐
浴
を
行
う
決

ま
り
が
あ
る
の
を
、
生
前
中
に
自
ら
行
っ
た
な
ど
で
あ
る
が
、
伝
記

か
ら
は
そ
の
真
意
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

当
時
の
僧
の
中
に
は
、『
般
泥

経
』『
仏
般
泥

経
』
な
ど
が
、

　
　

仏
、
阿
難
に
告
ぐ
。「
牀
を
施
し
て
北
首
せ
し
め
よ
。
我
が

背
、
大
い
に
痛
め
ば
臥
せ
ん
と
欲
す
」
と
。
阿
難
は
す
な
わ
ち

牀
を
施
し
、
枕
を
著つ

く
。
仏
は
右
脇
を
偃ふ

し
て
臥
し
、
膝
を
屈

し
脚
を
累
ね
、
臥
し
て
無
為
の
道
を
思
）
23
（
う
。

と
あ
る
よ
う
に
、
脇
を
右
に
し
て
入
滅
し
た
釈
尊
の
故
事
に
倣
っ
て

遷
化
す
る
人
が
い
た
。
曇
徽
伝
に
よ
れ
ば
、
河
南
省
出
身
の
曇
徽

は
、

　
　

晋
の
太
元
二
十
年
年
を
も
っ
て
卒
す
。
亡
に
臨
む
の
日
、
体
に

余
患
な
し
。
上
堂
し
て
衆
と
同
じ
く
中
食
し
、
よ
り
て
別
を
告

げ
、
食
し
竟お

わ

り
て
房
に
還
り
、
右
脇
し
て
化
す
。
春
秋
七
十
三

な
）
24
（

り
。

午
前
中
の
食
事
を
終
え
、
弟
子
に
別
れ
を
告
げ
た
後
、
部
屋
で
脇
を

右
に
し
て
七
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
僧
済
伝

に
は
、
四
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
出
身
地
不
明
の
僧
済
は
、

　
　

須し
ゅ
ゆ臾
に
し
て
還
り
て
臥
し
、
顔
色
更
に
悦よ
ろ
こ

ば
し
。
よ
り
て
傍

人
に
い
い
て
い
わ
く
。「
吾
、
そ
れ
去
ら
ん
」
と
。
こ
こ
に
お

い
て
身
を
転
じ
て
右
脇
し
、
言
気
俱
に
尽
く
。
春
秋
四
十
有
五

な
）
25
（
り
。

と
あ
る
。

　

ま
た
法
和
伝
と
僧
光
伝
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
は
、
臨
終
時

に
衣
を
頭
か
ら
被
っ
て
亡
く
な
る
と
い
う
風
習
が
一
部
の
僧
侶
の
間

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
釈
道
安
（
三
一
二

－

三
八
五
）
と
共
に
訳

経
を
行
い
、
八
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
河
南
省
出
身
の
法
和
は
、

　
　

弟
子
に
勅
語
す
。「
俗ぞ

く
も
う網
煩
悩
に
し
て
、
苦
累
一
に
非
ず
」
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と
。
す
な
わ
ち
衣
服
を
正
し
、
仏
を
繞め
ぐ

り
て
礼
拝
し
、
還
り
て

本
処
に
坐
し
、
衣
を
も
っ
て
頭
を
蒙お

お

い
、
奄え
ん

然ぜ
ん

と
し
て
卒
す
。

時
に
八
十
な
）
26
（

り
。

弟
子
に
別
れ
を
告
げ
た
後
、
衣
を
整
え
て
仏
像
の
周
り
を
巡
っ
て
礼

拝
し
、
元
の
場
所
に
戻
っ
て
坐
る
と
、
衣
を
頭
に
被
り
た
ち
ま
ち
亡

く
な
っ
た
と
い
う
。

　

出
身
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
剡せ

ん

（
浙
江
省
剡
県
）
の
隠
岳
山
で
衣

を
頭
に
被
り
端
坐
し
た
ま
ま
百
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
僧
光
は
、
死

後
、
幾
つ
か
の
不
思
議
な
現
象
を
起
こ
し
た
と
あ
る
。

　
　
（
僧
）
光
、
つ
ね
に
入
定
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
七
日
起
た
ず
。

山
に
処お

る
こ
と
五
十
三
載
な
り
。
春
秋
一
百
一
十
歳
。
晋
の
太

元
の
末
、
衣
を
も
っ
て
頭
に
蒙
い
、
安
坐
し
て
卒
す
。
衆
僧
み

な
い
う
「
常
に
入
定
す
」
と
。
七
日
を
過
ぐ
る
の
後
、
そ
の
起

た
ざ
る
を
怪
し
み
、
す
な
わ
ち
と
も
に
こ
れ
を
看
る
に
、
顔
色

常
の
ご
と
く
、
た
だ
鼻
中
気
な
し
。
神
の
遷
る
こ
と
久
し
と
い

え
ど
も
、
し
か
も
形
骸
は
朽
ち
ず
。
宋
の
孝
建
二
年
に
至
り
郭か

く

鴻こ
う

、
剡
に
任
ぜ
ざ
れ
山
に
入
り
て
礼
拝
す
。
試
み
に
如
意
を

も
っ
て
胸
を
撥は

て
ば
、
颯さ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
風
起
こ
り
、
衣
服
銷
散

し
、
た
だ
白
骨
在
る
の
み
。（
郭
）
鴻
、
大
い
に
愧き

く懼
し
て
、

こ
れ
を
室
に
収
め
、
塼せ

ん

を
も
っ
て
そ
の
外
を
疊
み
て
こ
れ
に
泥

を
ぬ
り
、
そ
の
形
像
を
画
く
。
今
に
尚
存
）
27
（

す
。

僧
光
は
坐
亡
し
た
が
、
人
々
は
、
い
つ
も
の
七
日
間
の
坐
禅
を
行
っ

て
い
る
と
思
い
、
異
変
に
気
づ
い
た
時
は
、
顔
色
は
変
わ
ら
ず
呼
吸

を
し
て
い
な
か
っ
た
。
五
十
九
年
後
に
、
剡
の
県
令
に
任
ぜ
ら
れ
た

郭
鴻
（
生
没
年
未
詳
）
が
山
を
訪
れ
た
時
、
遺
体
は
朽
ち
て
お
ら

ず
、
如
意
で
胸
を
払
う
と
風
が
起
こ
り
、
衣
は
消
え
て
骨
だ
け
が
現

わ
れ
た
。
郭
鴻
は
反
省
し
て
骨
を
石
室
に
収
め
、
瓦
を
外
側
に
積
み

重
ね
て
泥
を
塗
り
、
そ
の
形
像
を
描
き
、
そ
れ
が
今
も
残
る
と
い

う
。
六
十
年
近
く
遺
体
が
腐
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
近
代
以
降
に
発

達
し
た
エ
ン
バ
ー
ミ
ン
グ
の
よ
う
に
、
防
腐
剤
を
注
入
し
な
い
限

り
、
現
実
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
伝
記
か
ら

い
え
る
こ
と
は
、
遷
化
後
に
僧
光
の
骨
と
形
像
が
石
室
に
祀
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、
帛
遠
・
求
那
跋
陀
羅
・
竺
法
義
・
智
秀
・
法
匱
・
僧
翼
、

曇
鑒
・
衛
思
度
・
曇
徽
・
僧
済
・
法
和
・
僧
光
の
臨
終
時
や
葬
送
時

の
様
子
な
ど
を
考
察
し
た
が
、
整
理
す
る
と
次
の
ⓐ
〜
ⓓ
と
な
る
。

　

ⓐ
当
時
の
高
僧
の
遷
化
す
る
姿
と
し
て
、
少
な
く
と
も
三
種
類
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
第
一
に
曇
徽
と
僧
済
の
よ
う
に
、
脇
を
右
に
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し
て
入
滅
し
た
釈
尊
の
故
事
に
倣
う
高
僧
が
い
た
。
第
二
に
法
和
と

僧
光
の
よ
う
に
、
衣
を
頭
か
ら
被
っ
て
遷
化
す
る
高
僧
が
い
た
。
第

三
に
曇
鑒
と
僧
光
の
よ
う
に
、
正
真
端
坐
し
て
遷
化
す
る
高
僧
が
い

た
。

　

ⓑ
曇
鑒
と
僧
光
は
、
入
滅
後
に
、
常
に
香
気
を
出
す
や
遺
体
が
腐

ら
な
か
っ
た
と
い
う
不
思
議
な
現
象
を
起
こ
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、

彼
ら
が
優
れ
た
能
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
、
伝

記
の
脚
色
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ⓒ
帛
遠
や
竺
法
義
や
法
匱
や
僧
翼
は
、
遷
化
後
に
そ
の
遺
徳
を
偲

ん
で
、
塔
や
寺
や
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
法
義
を
祀
る

新
亭
精
舎
は
、
数
十
年
の
間
に
、
孝
武
帝
と
の
深
い
因
縁
か
ら
宋
朝

で
重
視
さ
れ
る
寺
院
へ
と
変
容
し
た
。
ま
た
法
匱
は
沙
弥
で
あ
っ
た

が
、
葬
送
時
に
は
寄
せ
ら
れ
た
布
施
が
多
か
っ
た
の
で
、
枳
園
寺
に

塔
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。

　

ⓓ
求
那
跋
陀
羅
や
智
秀
や
法
匱
の
葬
送
時
に
は
、
多
く
の
人
が
哀

悼
の
意
を
表
わ
し
、
求
那
跋
陀
羅
や
法
匱
に
は
朝
廷
の
関
係
者
が
列

席
し
て
い
た
。

第
二
節　

『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
外
国
僧
と
出
身
地
不

明
の
僧
の
土
葬

　

先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
）
28
（

に
、
古
代
よ
り
中
国
で
は
「
土
葬
」
が
主

流
で
あ
り
、『
梁
高
僧
伝
』
が
収
録
す
る
漢
魏
六
朝
時
代
の
仏
教
界

に
も
、
火
葬
は
中
国
風
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

田
中
純
男
氏
に
よ
れ
）
29
（

ば
、
僧
伝
で
火
葬
の
記
事
が
増
え
る
の
は
、

唐
（
六
一
八

－

九
〇
七
）
か
ら
五
代
（
九
〇
七

－

九
六
〇
）
に
か
け

て
の
高
僧
を
筆
録
し
た
『
宋
高
僧
伝
』
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
時
代

は
僧
侶
に
限
ら
ず
、
一
般
の
人
々
の
間
に
も
火
葬
が
増
え
て
い
っ
た

よ
う
で
、
宮
崎
市
定
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
唐
末
五
代
に
か
け

て
火
葬
の
流
行
を
見
た
の
で
、
宋
初
に
至
っ
て
は
従
来
の
律
を
再
認

識
し
て
、
火
葬
禁
止
の
勅
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
よ
う

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
葬
」
と
い
う
漢
字
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
）
30
（
に
、「
茻ぼ
う

と

死
と
一
と
の
合
字
。
死
人
を
一
、
つ
ま
り
敷
物
・
台
に
載
せ
、
茻
中

に
置
く
意
を
表
わ
す
。
故
に
、
ほ
う
む
る
意
。
古
く
は
、
死
人
を
物

に
載
せ
て
原
野
に
行
き
、
草
中
に
置
い
て
厚
く
草
薪
を
も
っ
て
こ
れ

を
蔽
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
葬
る
」
の
意
で
あ
る
。
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周
末
秦
漢
時
代
の
「
礼
」
に
関
す
る
諸
説
を
集
め
た
『
礼
記
』
の

壇
弓
に
は
、

　
　

国
子
高
い
わ
く
。「
葬
は
蔵お

さ

む
る
な
り
。
蔵
は
人
の
見
る
を
得

ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
こ
の
故
に
衣
は
も
っ
て
身
を
飾

る
に
足
り
、
棺
は
衣
を
周め

ぐ

ら
し
、
椁く
わ
く

は
棺
を
周
ら
し
、
土
は

椁
を
周
ら
す
）
31
（

」。

国
子
高
（
生
没
年
未
詳
）
が
言
う
よ
う
に
、
古
来
よ
り
中
国
で
は
、

遺
体
を
墓
穴
の
中
に
隠
し
て
、
見
え
な
く
す
る
土
葬
が
基
本
で
あ
っ

た
。

　
『
梁
高
僧
伝
』
に
記
載
さ
れ
る
土
葬
を
行
っ
た
外
国
出
身
の
僧

は
、
帛
尸
梨
蜜
多
羅
（
生
没
年
未
詳
）・
曇
摩
蜜
多
（
三
五
六

－

四

四
二
）・
仏
図
澄
（
二
三
一

－

三
四
八
）・
竺
仏
調
（
生
没
年
未
詳
）・

涉
公
（
？

－

三
八
〇
）
の
五
人
で
あ
る
。
出
身
地
不
明
で
土
葬
を

行
っ
た
の
は
、
杯
度
（
？

－
四
二
六

－

？
）
の
一
人
で
あ
る
。
本
節

で
は
、
こ
の
六
人
の
臨
終
時
と
土
葬
の
様
子
を
考
察
す
る
。

　

帛
尸
梨
蜜
多
羅
伝
に
は
、
建
康
（
江
蘇
省
南
京
）
に
初
め
て
密
教

を
伝
え
、
東
晋
の
咸
康
年
間
（
三
三
五

－

三
四
二
）
に
八
十
余
歳
で

亡
く
な
っ
た
西
域
出
身
の
帛
尸
梨
蜜
多
羅
の
土
葬
と
、
そ
の
後
の
祀

り
方
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
（
…
）
蜜
（
…
）、
常
に
石せ

き
し
こ
う

子
崗
の
東
に
あ
り
て
、
頭
陀
を
行
ぜ

り
。
既
に
卒
し
て
、
因
り
て
こ
こ
に
葬
る
。
成
帝
そ
の
風
を
懐

う
て
、
た
め
に
刹
を
塚
所
に
樹た

つ
。
後
に
、
関
右
の
沙
門
あ
り

て
京
師
に
来
遊
し
、
す
な
わ
ち
塚
処
に
お
い
て
寺
を
起
つ
。
陳

郡
の
謝
琨
、
そ
の
業
を
賛
成
し
て
往
事
を
追つ

い
し
ょ
う旌
す
。
よ
り
て

高
座
寺
と
い
う
な
）
32
（

り
。

石
子
崗
（
南
京
市
郊
外
）
の
東
で
、
衣
食
住
に
関
す
る
貪
著
の
心
を

捨
て
る
頭
陀
行
を
常
に
実
践
し
た
帛
尸
梨
蜜
多
羅
は
、
亡
く
な
る
と

そ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
東
晋
の
第
三
代
の
成
帝
（
在
位
三
二
五

－

三
四
二
）
は
、
彼
の
徳
を
讃
え
て
墓
に
仏
塔
を
建
立
し
た
。
そ
の

後
、
関
右
（
陝
西
省
潼
関
以
西
）
か
ら
建
康
に
来
た
沙
門
（
生
没
年

未
詳
）
が
墓
に
寺
を
造
り
、
謝
琨
（
生
没
年
未
詳
）
は
そ
の
寺
を
高

座
寺
と
名
づ
け
た
と
あ
る
。
帛
尸
梨
蜜
多
羅
の
業
績
を
讃
え
て
、
彼

が
土
葬
さ
れ
た
場
所
に
は
、
塔
や
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

曇
摩
蜜
多
伝
に
は
、

賓
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
）
出
身
の
曇
摩
蜜
多

が
、
建
康
で
『
五
門
禅
経
要
用
法
』
な
ど
を
訳
出
し
た
。
そ
の
後
、

鐘し
ょ
う
ざ
ん山
（
江
蘇
省
南
京
の
東
北
の
山
）
の
定
林
下
寺
に
留
錫
し
た

が
、
自
然
を
愛
し
た
彼
は
、
本
格
的
な
仏
道
修
行
の
道
場
を
造
り
た
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い
と
願
い
、
鐘
山
に
新
寺
を
建
立
し
た
と
あ
る
。

　
　
（
曇
摩
）
蜜
多
、
天
性
凝
靖
に
し
て
、
も
と
山
水
を
愛
す
。
お

も
え
ら
く
「
鐘
山
鎮
岳
の
美
は
嵩
・
華
に
ひ
と
し
く
す
」
と
。

常
に
（
定
林
）
下
寺
の
基
構
の
澗
に
臨
み
て
低
側
な
る
を
歎

ず
。
こ
こ
に
お
い
て
高
き
に
乗
じ
地
を
相
し
て
、
山
勢
を
揆き

ぼ
く卜

し
、
元
嘉
十
二
年
を
も
っ
て
、
石
を
斬
り
、
木
を
刊
り
て
（
定

林
）
上
寺
を
営
建
す
。
士
庶
風
を
欽
し
て
獻
奉
稠
疊
し
、
禅
房

殿
宇
鬱う

つ

爾じ

と
し
て
層
構
す
。
こ
こ
に
お
い
て
息
心
の
衆
、
万
里

よ
り
来
集
し
、
暗
誦
肅し

ゅ
く
ゆ
う邕
と
し
て
風
を
臨
み
て
化
を
成
）
33
（
す
。

続
い
て
伝
記
に
は
、
鐘
山
に
本
格
的
な
禅
房
や
仏
殿
を
備
え
た
定
林

上
寺
を
造
り
、
坐
禅
を
求
め
る
人
々
が
雲
集
し
た
。
曇
摩
蜜
多
の
土

葬
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

元
嘉
十
九
年
七
月
六
日
を
も
っ
て
（
定
林
）
上
寺
に
卒
す
。
春

秋
八
十
有
七
。
道
俗
四
衆
は
行
哭
し
て
相あ

い
お
も
む趨
き
、
よ
っ
て
鐘

山
の
宋
煕
寺
の
前
に
葬
）
34
（
る
。

八
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
曇
摩
蜜
多
の
葬
送
に
は
、
出
家
者
や
在
家

者
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が
参
列
し
、
遺
体
は
宋
煕
寺
の
前
に
移
さ
れ

て
土
葬
さ
れ
た
と
あ
る
。
伝
記
か
ら
は
、
住
持
し
た
定
林
上
寺
と
は

別
の
場
所
に
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
た
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
自
然

を
愛
し
仏
道
修
行
に
励
ん
だ
彼
の
一
生
を
鑑
み
て
、
鐘
山
に
埋
葬
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

仏
図
澄
伝
に
は
、
七
十
九
歳
か
ら
百
十
七
歳
の
間
、
戦
乱
が
続
く

河
北
に
お
い
て
石
氏
一
族
の
帰
依
を
受
け
て
教
化
活
動
を
し
た
、
西

域
出
身
の
仏
図
澄
の
土
葬
に
つ
い
て
、
神
異
現
象
を
含
ん
で
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
（
石せ

っ

）
虎こ

、
悲
慟
鳴
咽
し
、
そ
の
必
ず
逝
く
こ
と
を
知
り
、
す

な
わ
ち
た
め
に
壙あ

な

を
鑿う
が

ち
墳は
か

を
営
む
。
十
二
月
八
日
に
至
り
、

ぎ
ょ
う

の
宮
寺
に
卒
す
。
こ
の
歳
は
晋
の
穆
帝
の
永
和
四
年
な

り
。
士
庶
悲
哀
し
、
號
び
て
赴
き
国
を
傾
く
。
春
秋
一
百
一
十

七
な
り
。
よ
り
て
臨
漳
の
西
の
柴し

は
く陌
に
ほ
う
む

る
。
す
な
わ
ち

（
石
）
虎
が
創
る
所
の
塚
な
り
（
中
略
）
初
め
（
石
）
虎
（
仏

図
）
澄
を
礆お

さ

む
る
に
、
生
時
の
錫
杖
お
よ
び
鉢
を
も
っ
て
棺
中

に
内い

れ
る
。
後
、
冉ぜ
ん
び
ん閔
位
を
篡
い
棺
を
開
く
に
、
た
だ
鉢
杖
の

み
を
得
て
、
ま
た
屍
を
見
ず
。
あ
る
人
い
わ
く
。「（
仏
図
）
澄

が
死
せ
る
月
、
人
あ
り
、
流り

ゅ
う
さ沙
に
あ
る
を
見
る
。（
石
）
虎
、

死
せ
ざ
る
を
疑
い
て
、
棺
を
開
け
ば
屍
を
見
ず
」
）
35
（
と
。

仏
図
澄
の
大
檀
越
で
あ
っ
た
後
趙
の
石
虎
（
在
位
三
三
四

－

三
四

九
）
は
、
師
の
死
期
が
近
い
こ
と
を
悟
り
、
あ
ら
か
じ
め
墓
を
掘
り
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墳
丘
を
造
営
し
た
。
仏
図
澄
は
十
二
月
八
日
に

の
宮
寺
で
亡
く

な
っ
た
。
石
虎
は
国
を
挙
げ
て
そ
の
死
を
悼
み
、
自
ら
が
造
営
し
た

柴
陌
に
埋
葬
し
た
。
こ
の
時
、
石
虎
は
師
が
使
用
し
て
い
た
杖
と
鉢

を
棺
の
中
に
納
め
た
。
後
に
、
石
虎
か
ら
帝
位
を
奪
っ
た
冉
閔
（
生

没
年
未
詳
）
が
、
仏
図
澄
の
棺
を
開
く
と
杖
と
鉢
だ
け
が
あ
り
、
遺

体
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
仏
図
澄
が
亡
く
な
っ

た
月
に
、
中
国
西
北
方
の
砂
漠
で
見
か
け
た
者
が
お
り
、
石
虎
は
不

死
で
あ
る
の
か
と
疑
っ
て
、
棺
を
開
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
遺
体
は
な

か
っ
た
と
あ
る
。
伝
記
で
は
、
死
後
に
仏
図
澄
の
遺
体
が
消
え
た
こ

と
を
伝
え
る
が
、
少
な
く
と
も
分
か
る
事
実
は
、
遺
体
は
納
棺
さ
れ

て
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

仏
調
伝
に
は
、
仏
図
澄
に
師
事
し
て
、
人
々
の
病
気
平
癒
な
ど
を

し
た
イ
ン
ド
出
身
の
仏
調
の
臨
終
時
と
死
後
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

師
の
仏
図
澄
と
同
様
に
神
異
現
象
を
含
ん
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

　
　
（
仏
）
調
、
後
自
ら
亡
す
る
を
剋こ

く

す
。（
中
略
）（
仏
）
調
い
わ

く
「
死
生
は
命
な
り
。
そ
れ
請
う
べ
け
ん
や
」
と
。（
仏
）
調

す
な
わ
ち
房
に
還
り
、
衣
を
も
っ
て
頭
に
蒙お

お

い
、
奄え
ん

然ぜ
ん

と
し
て

卒
す
。
数
年
後
、（
仏
）
調
が
白
衣
の
弟
子
八
人
と
西
山
に
入

り
て
木
を
伐
る
。
忽
に
し
て
（
仏
）
調
が
高
厳
上
に
あ
る
を
見

る
。
衣
服
鮮
明
、
姿
儀
暢
悦
な
り
。
み
な
驚
喜
し
て
作
礼
し

「
和
上
、
な
お
お
わ
す
」
と
。（
仏
）
調
い
わ
く
「
わ
れ
常
に
あ

る
の
み
」
と
。
具つ

ぶ
さ

に
知
旧
の
可
否
を
問
い
、
良
久
し
て
す
な

わ
ち
去
る
。
八
人
す
な
わ
ち
事
を
捨
て
て
家
に
還
り
、
諸
の
同

法
者
に
向
か
い
て
説
く
に
、
衆
も
っ
て
こ
れ
を
験
す
る
な
し
。

共
に
塚
を
発
き
棺
を
開
く
に
、
ま
た
屍
を
見
ず
。
た
だ
衣い

履り

の

み
あ
）
36
（
り
。

自
ら
の
死
期
を
予
告
し
た
仏
調
は
、
僧
房
に
戻
っ
て
端
坐
し
、
衣
を

頭
か
ら
被
る
と
直
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
数
年
後
、
彼
の
在
俗
の
弟
子

達
が
山
で
木
を
伐
採
し
た
時
に
、
仏
調
の
元
気
な
姿
を
見
て
言
葉
を

交
わ
し
た
。
弟
子
ら
は
仕
事
を
投
げ
出
し
て
、
家
に
戻
り
、
仲
間
に

話
を
し
た
が
誰
も
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
仏
調
を
埋
葬
し
た

塚
を
あ
ば
い
て
、
棺
を
開
い
て
見
た
が
遺
体
は
見
当
た
ら
ず
、
衣
と

履
物
だ
け
が
残
っ
て
い
た
と
あ
る
。
臨
終
時
に
衣
を
頭
か
ら
被
る
の

は
、
前
節
で
み
た
法
和
と
僧
光
と
同
じ
で
あ
る
。

　

涉
公
伝
に
は
、
秘
密
の
呪
文
に
よ
っ
て
龍
を
下
ろ
し
て
雨
を
降
ら

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
前
秦
の
苻ふ

堅け
ん

（
在
位
三
五
七

－

三
八
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五
）
の
帰
依
を
受
け
た
西
域
出
身
の
涉
公
の
土
葬
時
の
様
子
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
（
建
元
）
十
六
年
十
二
月
に
至
り
、
疾
な
く
し
て
化
す
。（
苻
）

堅
こ
れ
を
哭
し
て
は
な
は
だ
慟
す
。
卒
後
七
日
、（
苻
）
堅
そ

の
神
異
を
も
っ
て
、
試
み
に
棺
を
開
き
て
こ
れ
を
観
る
に
、
尸

骸
の
所
在
を
見
ず
。
た
だ
礆
被
の
存
す
る
あ
る
の
）
37
（

み
。

涉
公
は
病
む
こ
と
な
く
遷
化
し
た
の
で
、
苻
堅
は
激
し
く
動
揺
し

た
。
苻
堅
は
死
後
七
日
経
っ
て
、
涉
公
が
雨
を
降
ら
す
と
い
う
神
変

不
可
思
議
の
高
僧
で
あ
っ
た
の
で
、
試
し
に
棺
を
開
い
た
が
遺
体
は

な
く
、
た
だ
納
棺
の
際
に
使
用
し
た
衣
だ
け
が
あ
っ
た
と
あ
る
。

　

最
後
に
、
出
身
地
不
明
の
杯
度
の
土
葬
を
考
察
す
る
。
杯
度
伝
に

は
、
木
の
杯
に
乗
っ
て
川
を
度わ

た

り
、
各
地
に
姿
を
現
わ
す
と
い
う
不

思
議
な
力
を
も
っ
た
、
彼
の
臨
終
と
二
度
行
わ
れ
た
土
葬
を
記
し
て

い
る
。
第
一
に
、
広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
）
の
李
氏
が
住
む
村
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
土
葬
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　

後
、
李
家
に
還
り
て
、
ま
た
三
十
余
日
を
得
。
清せ

い
た
ん旦
た
ち
ま
ち

に
い
う
。「
一
袈
裟
を
得
ん
と
欲
す
」
と
。
中
時
ま
で
に
弁
へ

し
む
。
李
す
な
わ
ち
経
営
し
て
、
中
（
時
）
に
至
り
て
未
だ
成

ら
ず
。（
杯
）
度
は
「
暫
し
出
づ
」
と
い
い
、
冥
に
至
る
も
反か

え

ら
ず
。
合ご
う
き
ょ
う境
異
香
あ
る
を
聞
き
、
こ
れ
を
疑
い
て
怪
と
な

し
、
処
々
に
（
杯
）
度
を

も
と

む
。
す
な
わ
ち
北
厳
の
下
に
あ
り

て
、
敗
れ
た
る
袈
裟
を
地
に
鋪し

き
、
こ
れ
に
臥
し
て
死
せ
る
を

見
る
。
頭
前
脚
後
に
み
な
蓮
華
を
生
ず
。
華
極
め
て
鮮
香
、
一

夕
に
し
て
萎
む
。
邑ゆ

う
じ
ん人
と
も
に
こ
れ
を
殯
葬
す
。
数
日
後
、
人

あ
り
。
北
よ
り
来
り
い
う
。「（
杯
）
度
が
蘆ろ

す
い

を
負
い
、
行
き

て
彭
城
に
向
か
う
を
見
た
り
」
と
。
す
な
わ
ち
、
と
も
に
棺
を

開
き
、
た
だ
靴
履
を
見
る
の
）
38
（
み
。

李
氏
の
家
に
戻
っ
た
杯
度
は
、「
袈
裟
が
一
枚
欲
し
い
」
と
頼
ん

だ
。
正
午
ま
で
に
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
、
杯
度
は
「
少
し
出
掛
け

て
く
る
」
と
言
っ
た
が
、
夜
に
な
っ
て
も
戻
ら
な
か
っ
た
。
村
中
に

よ
い
香
り
が
漂
い
、
何
か
異
変
が
あ
る
と
思
い
、
辺
り
を
探
す
と
北

厳
の
下
で
、
破
れ
た
袈
裟
を
地
に
敷
き
、
そ
の
上
に
杯
度
が
臥
し
て

死
ん
で
い
た
。
頭
と
足
の
近
く
に
は
、
よ
い
香
り
の
蓮
華
が
生
え
て

い
た
が
、
一
晩
で
萎
ん
だ
。
村
人
総
出
で
埋
葬
を
行
っ
た
が
、
数
日

後
、
北
か
ら
来
た
人
が
、「
蘆
の
籠
を
背
負
っ
た
杯
度
が
、
彭
城

（
江
蘇
省
徐
州
）
に
向
か
う
の
を
見
た
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
棺
を

開
く
と
靴
だ
け
が
残
っ
て
い
た
と
あ
る
。

　

続
い
て
伝
記
は
、
杯
度
が
彭
城
な
ど
に
姿
を
現
わ
し
て
、
不
思
議
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な
力
を
発
揮
し
た
こ
と
を
伝
え
、
第
二
の
土
葬
と
し
て
覆ふ
く

舟し
ゅ
う
さ
ん山

（
江
蘇
省
南
京
）
に
埋
葬
し
た
後
、
神
異
現
象
と
し
て
姿
を
現
わ
し

た
と
あ
る
。

　
　

元
嘉
三
年
九
月
に
至
り
、（
斉
）
諧
を
辞
し
て
京
に
入
る
。
一

万
銭
の
物
を
留
め
、（
斉
）
諧
に
寄
せ
倩
う
て
斎
を
営
む
。
こ

こ
に
お
い
て
別
れ
去
る
。
行
き
て
赤
山
湖
に
至
り
、
痢
を
患
い

て
死
す
。（
斉
）
諧
す
な
わ
ち
斎
を
営
む
。
并な

ら

び
に
屍
を
接つ

け

還
り
て
建
業
の
覆
舟
山
に
葬
る
。（
中
略
）（
元
嘉
）
五
年
三
月

八
日
に
至
り
、（
杯
）
度
ま
た
斉
諧
の
家
に
来
る
。
呂り

ょ

道ど
う

慧け
い

、

聞ぶ
ん
じ
ん
た
っ
し

人
怛
之
・
杜と
て
ん
き

天
期
・
水す
い
き
ゅ
う
き

丘
熙
等
、
並
に
と
も
に
見
て
、
み
な

大
い
に
驚
き
、
す
な
わ
ち
起
ち
て
礼
拝
す
。（
中
略
） 

須し
ゅ
ゆ臾
に

し
て
門
の
上
に
一
僧
あ
り
て
（
杯
）
度
を
喚よ

ぶ
。（
杯
）
度
す

な
わ
ち
辞
去
し
て
い
う
。「
貧
道
は
ま
さ
に
交
広
の
間
に
向
か

う
べ
し
。
ま
た
来
ら
ざ
ら
ん
」
と
。
斉
諧
等
、
拝
送
す
る
こ
と

慇
懃
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
迹
を
起
つ
。
頃

こ
の
ご
ろ

、
世
に
ま
た
い

う
。「
時
に
見
る
者
あ
り
」
と
。
既
に
し
て
と
も
に
い
ま
だ
そ

の
事
を
的

あ
き
ら
か

に
せ
ず
。
故
に
伝
え
べ
き
な
き
な
）
39
（
り
。

元
嘉
三
年
（
四
二
六
）
に
杯
度
は
、
斉
諧
（
生
没
年
未
詳
）
に
一
万

銭
相
当
の
品
物
を
預
け
て
、
自
分
の
た
め
に
斎
会
を
営
む
よ
う
頼
ん

で
別
れ
た
。
杯
度
は
、
赤
山
湖
で
病
を
得
て
亡
く
な
っ
た
。
斉
諧

は
、
遺
命
通
り
斎
会
を
行
い
、
覆
舟
山
に
埋
葬
し
た
が
、
二
年
後
に

人
々
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た
。
上
空
か
ら
一
人
の
僧
が
呼
ぶ
声
が
聞

こ
え
た
の
で
、
杯
度
は
「
こ
れ
か
ら
交
州
（
ベ
ト
ナ
ム
）
と
広
州

（
広
東
省
）
に
行
く
が
戻
る
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
て
足
跡
を
断
っ

た
。
伝
記
に
は
、
近
頃
杯
度
を
見
た
人
が
い
る
が
、
事
実
か
確
認
で

き
な
い
の
で
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
あ
る
。

　

杯
度
は
二
度
埋
葬
さ
れ
た
が
、
一
度
目
の
時
に
墓
か
ら
遺
体
が
消

え
る
と
い
う
の
は
、
先
の
仏
図
澄
や
仏
調
や
涉
公
と
同
じ
で
あ
り
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
い
え
る
こ
と
は
、
仏
図
澄
と
仏
調
と
涉
公
と
杯
度

の
四
人
は
、『
梁
高
僧
伝
』
の
中
で
、
神
変
不
可
思
議
な
高
僧
を
収

録
す
る
「
神
異
篇
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
記
述
も
一
致

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
帛
尸
梨
蜜
多
羅
・
曇
摩
蜜
多
・
仏
図
澄
・
竺
仏
調
・
涉
公

の
五
人
の
外
国
僧
と
、
出
身
地
不
明
の
杯
度
の
一
人
か
ら
成
る
、
六

人
の
土
葬
を
考
察
し
た
が
、
整
理
す
る
と
次
の
ⓐ
〜
ⓒ
と
な
る
。

　

ⓐ
先
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
が
前
回
考
察
し
た
外
国
僧
の
火
葬
は

三
人
で
あ
っ
た
が
、
今
回
考
察
し
た
土
葬
を
行
っ
た
外
国
僧
は
五
人



『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
土
葬
の
一
考
察
（
一
）（
武
藤
）

119─　   ─

で
あ
っ
た
。『
梁
高
僧
伝
』
が
、
全
て
の
高
僧
の
葬
送
を
正
確
に
網

羅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
数
字
の
み
を
比
較
し
て
論

じ
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
る
が
、
古
代
よ
り
土
葬
が
主
流
で
あ
っ

た
中
国
で
は
、
外
国
僧
に
対
し
て
も
土
葬
が
一
般
的
に
実
施
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
梁
高
僧
伝
』
に
は
、
火
葬
を
行
っ
た
求
那

跋
摩
や
羅
什
の
伝
記
に
は
、「
外
国
の
法
に
よ
り
て
こ
れ
を
荼

毘
）
40
（

す
」
や
、「
外
国
の
法
に
よ
り
、
火
を
も
っ
て
屍
を
焚
）
41
（

く
」
と
あ

る
。

　

ⓑ
埋
葬
さ
れ
た
場
所
や
、
埋
葬
地
が
用
意
さ
れ
た
経
緯
に
注
目
す

れ
ば
、
帛
尸
梨
蜜
多
羅
と
曇
摩
蜜
多
は
、
自
ら
が
仏
道
修
行
に
専
念

し
た
石
子
崗
や
鐘
山
に
関
係
す
る
寺
院
が
選
ば
れ
て
い
た
。
帛
尸
梨

蜜
多
羅
は
、
死
後
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
で
塔
や
寺
が
建
立
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
仏
図
澄
は
、
臨
終
が
近
い
こ
と
を
悟
っ
た
石
虎
が
、
墳
丘

を
あ
ら
か
じ
め
造
営
し
、
葬
送
時
に
は
国
を
挙
げ
て
そ
の
死
を
悼
ん

で
い
た
。

　

ⓒ
『
梁
高
僧
伝
』
の
神
異
篇
に
所
収
さ
れ
る
、
仏
図
澄
・
仏
調
・

涉
公
・
杯
度
の
四
人
は
、
死
後
に
棺
を
開
け
る
と
遺
体
が
消
え
る
と

い
う
、
共
通
の
表
記
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
優
れ
た
能
力
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
、
伝
記
の
脚
色
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

結　

論

　

以
上
、
本
論
で
は
、『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
葬
送
の
形
式
が

不
明
な
も
の
か
ら
、
臨
終
時
の
様
子
や
そ
の
後
の
祀
り
方
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
、『
梁
高
僧
伝
』
に
記
載
す
る
外
国
僧
や

出
身
地
不
明
の
僧
の
臨
終
時
や
土
葬
の
様
子
を
考
察
し
た
。
こ
の
作

業
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
ⓐ
〜
ⓓ
と
な

る
。

　

ⓐ
当
時
の
高
僧
の
遷
化
す
る
姿
に
は
、
少
な
く
と
も
三
種
類
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
高
僧
は
入
滅
時
に
、
脇
を
右
に
し
て
入
滅
し
た
釈

尊
の
故
事
に
倣
う
や
、
衣
を
頭
か
ら
被
る
や
、
正
真
端
坐
し
て
い

た
。

　

ⓑ
葬
送
の
形
式
が
不
明
で
も
、
帛
遠
や
法
義
の
よ
う
に
、
遷
化
後

に
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
で
、
塔
や
寺
や
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。
中
で

も
、
法
義
を
祀
る
新
亭
精
舎
は
、
数
十
年
の
間
に
、
孝
武
帝
と
の
深

い
因
縁
か
ら
宋
朝
で
重
視
さ
れ
る
大
寺
院
へ
と
変
容
し
て
い
た
。

　

ⓒ
古
来
よ
り
土
葬
が
主
流
で
あ
っ
た
中
国
で
は
、
外
国
僧
に
対
し

て
も
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
火
葬
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
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で
、
土
葬
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　

ⓓ
『
梁
高
僧
伝
』
の
神
異
篇
に
所
収
さ
れ
る
、
仏
図
澄
・
仏
調
・

涉
公
・
杯
度
の
四
人
は
、
土
葬
後
に
棺
を
開
け
る
と
遺
体
が
消
え
る

と
い
う
、
共
通
の
神
異
現
象
を
含
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
、
優
れ
た
能

力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
、
伝
記
の
手
法
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
は
、
紙
幅
の
関
係
で
『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
外
国
僧
や

出
身
地
不
明
の
僧
の
土
葬
を
中
心
に
考
察
し
た
た
め
、
中
国
僧
の
土

葬
や
風
葬
と
対
比
し
て
論
じ
て
お
ら
ず
、
ま
た
当
時
の
葬
送
の
様
子

を
多
角
的
に
考
察
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
論
究
し
な
か
っ
た
中
国

僧
の
土
葬
や
風
葬
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
別
の
機
会
に
論
じ
る

予
定
で
あ
る
。

注（
1
） 

拙
稿
「『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
火
葬
の
一
考
察
」（『
愛
知
学

院
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
五
十
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
2
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
四
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
一
八
ｃ
）。
な

お
、
名
前
を
載
せ
る
付
見
の
僧
は
、
実
際
に
は
二
四
三
名
で
あ
る
。

（
3
） 

船
山
徹
「
聖
者
観
の
二
系
統
」（
麥
谷
邦
夫
『
三
教
交
渉
論
叢
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
な
ど
多
数
。

（
4
） 

田
中
純
男
氏
は
、「
イ
ン
ド
仏
教
僧
の
葬
法
│
中
国
高
僧
伝
に
み

る
葬
法
│
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）
で
、

『
梁
高
僧
伝
』
の
中
で
「
葬
」
な
い
し
「
火
葬
」
と
記
す
の
は
、
中
国

僧
二
二
人
、
外
国
僧
七
人
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
名
前
を
記

し
て
い
な
い
。
名
前
を
挙
げ
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
外
国
僧
の

「
葬
」
と
し
て
、
帛
梨
蜜
多
羅
・
仏
図
澄
・
竺
仏
調
・
涉
公
の
四
人
、

外
国
僧
の
「
火
葬
」
と
し
て
、
羅
什
・
求
那
跋
摩
・
法
朗
の
三
人
、
中

国
僧
の
「
火
葬
」
と
し
て
智
厳
・
竺
道
嵩
の
二
人
で
あ
る
。
ま
た
田
中

氏
は
、「
中
国
高
僧
伝
に
み
る
葬
法
│
中
国
人
僧
の
場
合
│
」（『
密
教

学
研
究
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
で
、『
梁
高
僧
伝
』
に
中

国
僧
の
葬
法
に
言
及
す
る
の
は
二
〇
余
人
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は

「
葬
」
と
し
て
一
一
人
、「
殯
送
」
と
し
て
二
人
、「
火
葬
」
と
し
て
四

人
、「
捨
身
」
と
し
て
一
人
、
火
葬
に
類
似
す
る
「
焼
身
供
養
」
と
し

て
九
人
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、「
捨
身
」
の
慧
安
と
「
火
葬
」
の

智
厳
・
訶
羅
竭
・
法
琳
・
僧
生
の
四
人
を
除
い
て
、
高
僧
の
名
前
を
全

て
記
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、「
葬
」
と
し
て
名
前
を
記
す
の
は
、「
屍

体
を
露
せ
と
遺
命
」
し
た
慧
球
・
智
順
の
二
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

九
人
は
、
葬
っ
た
後
に
建
塔
し
た
一
人
、
碑
を
建
立
し
た
二
人
、
埋
葬

し
た
六
人
と
い
い
、「
殯
送
」
で
は
、
塵
勝
法
師
の
み
で
あ
り
、「
火

葬
」
に
類
似
し
た
「
焼
身
供
養
」
で
は
、
僧
周
と
亡
身
篇
所
収
の
八
人

の
焼
身
供
養
僧
で
あ
る
と
い
う
。

（
5
） 
田
中
純
男
氏
の
指
摘
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
火
葬
と
土
葬
を

例
に
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
者
と
し
て
、
求
那
跋
摩
・
羅
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什
・
法
朗
・
智
厳
・
法
琳
・
道
汪
・
僧
生
・
賢
護
・
訶
羅
竭
・
朱
士

行
・
普
恒
・
竺
道
嵩
の
十
二
人
で
あ
る
。
後
者
と
し
て
、
帛
尸
梨
蜜
多

羅
・
曇
摩
蜜
多
・
仏
図
澄
・
竺
仏
調
・
涉
公
・
杯
度
の
六
人
で
あ
る
。

（
6
） 

当
時
の
禅
観
実
修
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
梁
高
僧
伝
』

に
み
ら
れ
る
禅
観
実
修
の
動
向
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
第
三

四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
一
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
二
七
ｂ
）。
同
じ

内
容
が
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
五
（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
〇
七

ｂ
）
に
も
あ
る
。

（
8
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
三
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
四
五
ａ
）。
同
じ

内
容
が
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
〇
六

ｂ
）
に
も
あ
る
。

（
9
） 

吉
川
忠
夫
「
日
中
無
影
」（
吉
川
忠
夫
『
中
国
古
道
教
史
研
究
』

一
七
五

－

二
一
六
頁
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
二
月
）。

（
10
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
四
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
五
〇
ｃ

－

三
五
一

ａ
）。

（
11
） 

吉
川
忠
夫
・
船
山
徹
訳
『
高
僧
伝
』（
二
）（
九
五

－

九
六
頁
、
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）。

（
12
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
七
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
七
二
ｃ

－

三
七
三

ａ
）。

（
13
） 

『
宋
書
』
巻
九
十
七
・
天
竺
迦
毘

国
伝
。
ま
た
、『
魏
書
』
一
一

四
・
釈
老
志
に
は
類
似
し
た
話
と
し
て
、
七
年
後
に
北
魏
の
顕
祖
献
文

帝
（
在
位
四
六
五

－

四
七
一
）
が
即
位
し
、
天
安
を
年
号
と
す
る
こ
と

と
な
る
予
兆
と
す
る
。

（
14
） 

『
宋
書
』
巻
二
十
七
・
符
瑞
志
上
。

（
15
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
八
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
八
一
ａ
）。

（
16
） 

『
論
語
』
子
張
第
十
九
（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻
、
四
二
二
頁
、

明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
）。

（
17
） 

『
論
語
』
子
張
第
十
九
（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻
、
四
三
〇
頁
、

明
治
書
院
、
一
九
六
〇
年
）。

（
18
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
九
三
ｂ

－

ｃ
）。

（
19
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
三
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
一
〇
ｃ
）。

（
20
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
七
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
七
〇
ａ
）。

（
21
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
一
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
二
七
ｃ
）。
同
じ

内
容
が
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
五
（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
〇
七

ｃ
）
に
も
あ
る
。

（
22
） 

『
礼
記
』
喪
大
記
（
中
巻
・
新
釈
漢
文
大
系
第
二
八
巻
、
六
六
九

－

六
七
〇
頁
、
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
）
に
は
、「
管
人
は
汲
む
に

繘
を
説
か
ず
し
て
こ
れ
を
屈
め
、
階
を
尽
く
し
て
堂
に
升
ら
ず
し
て
御

者
に
授
く
。
御
者
入
り
て
浴
す
」
と
あ
る
。

（
23
） 

『
仏
般
泥

経
』
巻
下
（『
大
正
蔵
』
一
・
一
六
八
ｃ
）。
同
じ
内

容
が
、『
般
泥

経
』（『
大
正
蔵
』
一
・
一
八
四
ｂ
）
に
も
あ
る
。

（
24
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
五
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
五
六
ｂ
）。

（
25
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
五
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
六
二
ｂ
）。

（
26
） 
『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
五
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
五
四
ａ
）。

（
27
） 
『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
一
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
九
五
ｃ
）。



『
梁
高
僧
伝
』
に
み
ら
れ
る
土
葬
の
一
考
察
（
一
）（
武
藤
）

122─　   ─

（
28
） 

道
端
良
秀
『
仏
教
と
儒
教
』（
九

－

八
三
頁
、
第
三
文
明
社
、
一

九
七
六
年
十
一
月
）。
宮
崎
市
定
『
宮
崎
市
定
全
集
』（
第
十
七
巻
、
一

九
八

－

二
二
一
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
六
月
）
な
ど
。

（
29
） 

田
中
純
男
「
僧
伝
・
付
法
伝
等
に
み
る
イ
ン
ド
仏
教
僧
の
葬
法
」

（『
小
野
塚
幾
澄
古
稀
記
念
論
文
集
・
空
海
の
思
想
と
文
化
』
下
巻
、
ノ

ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）。

（
30
） 

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
、
八
〇
三
頁
、
大
修
館
書

店
、
一
九
六
七
年
八
月
）。

（
31
） 

竹
内
照
夫
『
礼
記
』（
上
巻
・
新
釈
漢
文
大
系
第
二
七
巻
、
一
二

六
頁
、
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
四
月
）。

（
32
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
一
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
二
八
ａ
）。

（
33
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
三
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
四
三
ａ
）。

（
34
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
三
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
四
三
ａ
）。
同
じ

内
容
が
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
四
（『
大
正
蔵
』
五
五
・
一
〇
五

ｂ
）
に
も
あ
る
。

（
35
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
九
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
八
六
ｃ
）。

（
36
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
九
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
八
八
ａ
）。

（
37
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
八
九
ｃ
）。

（
38
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
九
〇
ｃ
）。

（
39
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
十
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
九
二
ａ

－

ｂ
）。

（
40
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
三
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
四
一
ｂ
）。

（
41
） 

『
梁
高
僧
伝
』
巻
第
二
（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
三
三
三
ａ
）。
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